




要約:小児の在宅医療について、大阪の新生児医療施設 22 病院にアンケートを行ない、そ

の要望をまとめた。その結果、医療技術(テクノロジー)の進歩に比して、在宅医療を支え

る地域の援助システムの構築が特に小児において遅れており、そのたための要望が多かっ

た。今後、在宅酸素療法、在宅人工換気療法などの在宅医療児に対しても、専門施設と地

域の機関の連係に加え、在宅医療のための新しいシステム構築が必要な時期に来ていると

思われる。 


